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国立大学図書館の課題と解決の試み  

有川 節夫  

抄錯：国立大学は自らの改革や大学院重点化に加えて競争原理の導入や統合再滞そして法人化と，大きな変革の  

寡只中にある。国立大学の回書館は，大学にj引ナる教育研究の基盤をなす必須の組織として法的に高い地位を保  

障されてきたが，法人化に伴いその法的根拠のひとつを失い，自らその存立の基盤を再構築する必要も生じてい  

る。本稿では，こうLた法人化に伴う課題だけでなく，それ以前の段階で大学図香館が抱えている一般的な課題  

とその解決法，新しい大学図書館債等について考察し，この約6年間に亙る九州大学附属図昏館における様々な  

活動を紹介することによって，ひとつの大草図書館像を示し，諸課題への具体的な解決法を例示したい。  

キーワード：国書舘改革，電子図書館機能，遡及入力，学習国吉館横能仁研究国吉儲職能，研究開発機能，将来  

計画，財政基盤，電子ジャーナル，サブジェクトライブラリアン，九州大学附属図書館  

いる。（g）使命の運行と機能の発揮に必要十分な職  

員を適切に配置すること。〔h〕図書館に課せられた  

高度の専門的業務を処理するためには，特に専門職貞  

を配置することが必要である。専門職貞には原則とし  

て大学院において図書館・情報学等を専攻した者を充  

てなければならない。（i）研修・再教育の機会と資  

格・能力・経験等にふさわしい処遇を与えること。   

この「大学図書館基準」は，昭和27年に制定きれ，  

昭和57年に改定されている。昭和ユ7年のものは「最  

低基準」を定めたもので，昭和57年のものには「向  

上基準」，すなわち，目標が提示されている。それか  

ら既にユ0年以上が経過しているわけであるが，そこ  

に示された基準・要請を十分・に満たLている国立大学  

国書館はあるのだろうか。   

また，大学囲書館には，情報化社台・ネットワーク  

社会に対応Lた新しい図書館機能の構築が強く求めら  

れている。情報化社会・ネットワーク社会は，これま  

で図書館が果たしてきた紙媒体の図書館資料の収集・  

組織・管理・提供という機能に加えて，学術情報の創  

造・発信とその世界規模での共有という新たな機能を  

可能にしてVlる。こうした新Lい機能の実現を推進す  

るため，平成呂年には学術審議会から「大学図書館に  

おける電子園幸館的椅能の充実・強化について」とい  

う建講が出され，京都大学を始めとするいくつかの大  

学では文部省からの予算措置を得てその実現へ向けた  

事業が展開されている。その建諌では，大学国書館に  

おける電子国書館機能の必要性及び整備の基本的な考  

え方をまとめた上で，整備の具体的な方策として資料  

の電子化の推進を取り上げ，その最初に，日録情報の  

遡及人力の促進をあげている。また，建議では，情報  

発信の重要性も指摘Lている。   

平成12年には，日本学術会議から学術雑誌の急激  

な価格高騰と電子ジャーナルへのアクセス確保に関す   

1．はじめに   

国立大学の国書館は，国立大学の設置の根拠をなす  

「国立学校設置法」において「国立大学に附属図書館  

を置く」（第二華第六条〕とされ，これによって「附  

属国書鱒」という名称が規定され，国立大学における  

必須の組織とLて法的に高い地位が保障されてきた。  

しかし，国立大学注入法には，このような法的位置づ  

けはない。厳しい競争的環境の中で，いかにしてこれ  

まで法的に保障されていた高い地位を実質的に推括  

し 新Lい時代の大学における学習・教育・研究の中  

核的な機構とLての大学図書館を機能させてい桝飢－  

いのであろうか。   

これは国立大学が等Lく直面Lている大きな問題で  

あるが，解決のための第一のヒントは，図書館関係者  

には古くから知られている「大学図書館基準」の中に  

ある。「大学園杏館基準」によると，大学回書館は，  

大学における教育研究の基盤施設として，学術情報を  

収集・組織・保管し，これを利用者の研究・教育・学  

習等のための利用要求に射し，効果的に提供すること  

が主な機能であるとしてVlる。また，この機能を発揮  

するために，以下のようなことを要請している。（a）  

十分な規模・内容の調和のとれた蔵書構築，（b〕利  

用者の積極的な協力のもとで利用者の要望を反映した  

図書館資料の収集体制の確立，（亡〕図書館資料の多  

面的かつ迅速な検索を可能とするために，全国的・国  

際的な専誌事業の成果を活用し，整理業務の能率化・  

標準化を図り，迅速・的確な処理に努めること，（d）  

利用者からの要求に対する迅速・的確な対応を可能と  

する閲覧・貸出，参考調査等の業務体制の整備，（e）  

利用者の要求をふまえた蔵書の適切な維持管理と利用  

機会の提供と確保，（f）こうした業務の改善を図る  

ための研究開発・機能の整備。   

また，図書館職長に関しては，次のように要請Lて  
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